
山口県介護保険関係団体連絡協議会 

令和７年度 事業計画書 

 

【基本目標】 

現在、我が国では人口減少・少子高齢化により家庭や地域社会が変容し、地域住民

が抱える生活課題が複雑･多様化するなか、高齢者、子ども、障がい者などすべての

人が地域、暮らし、生きがいをともにつくり、高め合うことのできる「地域共生社会」

の実現が求められ、多機関の協働による包括的な支援・サービス提供体制のより一層

の強化が期待されている。 

また、昨年度の介護保険制度改正の主なポイントとして掲げられている「介護情報

基盤の整備」「詳細な財務状況の報告義務化」「看護小規模多機能型居宅介護の役割

の明確化」「介護予防支援の許認可の拡大」への対応は、介護保険事業所にとって、

介護需要の増大や介護人材不足の深刻化への対応とともに大きな負担となることが

懸念される。 

さらに、国においては 2040 年に向けたサービス提供体制等のあり方が検討されて

おり、地域のサービス需要の変化等に対応した地域包括ケアシステムの深化が求めら

れている。 

このような状況の中、制度の円滑な実施を図るため、本会では、医療・保健・福祉

に携わる各団体と密接に連携・協働し、その調整を図るとともに行政との連絡調整を

緊密にすることを目的とする。 

【事業内容】 

１ 組織強化、財政基盤に関する事業 

（１）財政基盤の安定確立 

（２）関係機関・団体との協働・連携 

 

２ 介護サービスの質の向上の推進に関する事業 

（１）令和７年度 山口県介護保険関係団体フォーラムの開催（サービス事業者振興事業） 

   期 日：令和７年９月上旬～１０月上旬 

   場 所：山口市内 

 

３ 各団体との連絡調整及び情報収集・提供に関する事業 

（１）連絡会議の開催  第１回 令和７年５月２８日（水） 

            第２回 令和８年２月頃 

（２）介護保険関係及び各団体活動等の情報収集・提供 

（３）山口県介護保険関係団体連絡協議会ホームページの運営 

 

４ 会の運営 

（１）総 会       年１回 

（２）役員会       随 時 



（３）監 査       年１回 

（４）正副会長会議    随 時 



自   令和７年４月　１日

至   令和８年３月３１日

　　　　　　　　 （単位：千円）

款・項 目

１ 会費収入 690 690 0

 会費収入 690 690 0 30千円×23団体

２ 事業収入 0 0 0

 事業収入 0 0 0

３ 負担金収入 640 640 0

 負担金収入 640 640 0
フォーラム市町負担金
＠40千円×13市、20千円×6町

４ 雑収入 260 260 0

 雑収入 260 260 0 フォーラム広告収入、預金利息等

1,590 1,590 0

197 160 37

1,787 1,750 37

                       （単位：千円）

款・項 目

１ 運営費 134 136 △ 2

１ 会議費 46 46 0

２ 旅費 5 5 0 役職員旅費

３ 事務費 83 85 △ 2 役務費、需用費

２ 事業費 660 660 0

１ 研修費 640 640 0
山口県介護保険関係団体フォーラム
開催費

２ 福祉増進費 20 20 0
情報提供送料等10千円
ホームページ運営費10千円

３ 負担金 785 785 0

 負担金 785 785 0
県社協会費15千円、共益負担金52千円
県社協団体人件費445千円
介護保険フォーラム人件費273千円

４ 予備費 10 10 0

 予備費 10 10 0

1,589 1,591 △ 2

1 △ 1 2

198 159 39

1,787 1,750 37
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